一 白襻隊 

明治 三十 七 年 十一月 二十 六日の 未明だった。 第 X 師 

しろ だすきたい しょうじ ゆ ざん ほび ほうだい 

団第 X 聯隊の 白櫸隊 は、 松樹 山の 補 備砲 台 を 奪取す 

くじゅう さんこうち ほくろく 

るた めに、 九十 三 高地の 北 麓 を 出発した。 

みち やまかげ 

路は 山陰に 沿うて いたから、 隊形 も 今日は 特別に、 

うす やみ 

四 列 側面の 行進だった。 その 草 もない 薄 闇の 路に、 銃 

しろ だすき ほのめ 

身 を 並べた 一隊の 兵が、 白櫸 ばかり 仄かせ ながら、 

静かに 靴 を 鳴らして 行く の は、 悲壮な 光景に 違いな 

かった。 現に 指揮官の M 大尉 なぞ は、 この 隊の 先頭に 

立った 時から、 別人の ように 口数の 少ぃ、 沈んだ 顔色 



をして いるの だった。 が、 兵 は 皆 思いの ほか、 平生の 

やまと だまし い 

元気 を 失わなかった。 それ は 一 つに は 日本 魂の 力、 

一 一 つに は 酒の 力だった。 

のち やまかげ 

しばらく 行進 を 続けた 後、 隊は 石の 多い 山陰から、 

かわら 

風当りの 強い 河原へ 出た。 

-っ しろ 

「おい、 後 を 見ろ。」 

たぐち い つとう そ つ 

紙屋だった と 云う 田 口 一 等卒 は、 同じ 中隊から 選抜 

された、 これ は 大工だった と 云う、 堀 尾 一等卒に 話し 

かけた。 

「みんな こっちへ 敬礼して いる ぜ。」 

堀 尾 一等卒 は 振り返った。 なるほどそう 云われて 見 



くろぐろ も 

ると、 黒々 と 盛り 上った 高地の 上に は、 聯隊 長 始め 何 

人 かの 将校た ちが、 やや 赤らんだ 空 を 後に、 この 死地 

に 向う 一隊の 士卒へ、 最後の 敬礼 を 送って いた。 

しろ だすきたい 

「どうだい？ 大した もの じ やない か？ 白 襻隊に 

なる の も 名誉 だな。」 

「何が 名誉 だ？」 

堀 尾 一等卒 は 苦々 しそうに、 肩の 上の 銃 を 揺り 上げ 

た。 

「こち とら は みんな 死に 行く の だぜ。 して 見れば あれ 

は XXXXXXXXXXXXXX そうって 云う の だ。 

やすま 力 

こんな 安上りな 事 はなかろう じ やねえ か？」 



「それ はいけ ない。 そんな 事 を 云って は X X X すまな 

い。」 

「べらぼうめ！ すむ もす まねえ も ある もの か！ 

酒保の 酒 を 一 合 買う ので も、 敬礼 だけで は 売り はしめ 

え。」 

田 口 一 等 卒はロ を噤ん だ。 それ は 酒気 さえ 帯びて い 

れば、 皮肉な 事ば かり 並べたがる、 相手の 癖に 慣れて 

しつよう 

いるから だった。 しかし 堀 尾 一等卒 は、 執拗に まだ 話 

し 続けた。 

「それ は 敬礼で 買う と は 云わね え。 やれ XXXXX と 

か、 やれ XXXXX だと か、 いろんな 勿体 をつ け やが 



とその 考え を 持ち こたえて いた。 それだけに、 一 層 戦 

きずあと ふ 

友の 言葉 は、 ちょうど 傷痕に でも 触れられ たような、 

腹立たしい 悲しみ を 与えた のだった。 彼 は 凍えつ いた 

けもの 

交通路 を、 獣の ように 這い 続けながら、 戦争と 云う 事 

を 考えたり、 死と 云う 事 を 考えたり した。 が、 そう 云 

すん ごう 

う 考えから は、 寸毫の 光明 も 得られなかった。 死 は X 

しょせん のろ 

XXXX にしても、 所詮 は 呪うべき 怪物だった。 戦争 

は、 —— 彼 は ほとんど 戦争 は、 罪悪と 云う 気 さえし な 

かった。 罪悪 は 戦争に 比べる と、 個人の 情熱に 根ざし 

ている だけ、 X X X X X X X 出来る 点が あった。 しか 

し X X X X X X X X X X X X X ほかなら なかった。 し 



かも 彼 は、 —— いや、 彼ば かりで もない。 各 師団から 

しろ だすき た い 

選抜され た、 二 千 人 余りの 白櫸隊 は、 その 大 なる X X 

X にも、 厭で も 死ななければ ならない のだった。 …… 

「来た。 来た。 お前 は どこの 聯隊 だ？」 

江 木 上等兵 は あたり を 見た。 隊 はいつ か松樹 山の 

ふもと 

麓の、 集合 地へ 着いて いるの だった。 そこに はもう 

たす き 

カァ キイ 服に、 古めかしい 襻を あやどった、 各 師団の 

兵が 集まって いる、 —— 彼に 声をかけ たの も、 そう 云 

う 連中の 一人だった。 その 兵 は 石に 腰 を かけながら、 

にきび 

うつす リ 流れ出した 朝日の 光に、 片頰の 面皰 をつ ぶし 

ていた。 



「第 X 聯隊 だ。」 

「パン 聯隊 だな。」 

じょうだん 

江 木 上等兵 は 暗い 顔 をした まま、 何とも その 冗談 

に 答えなかった。 

のち ひ が 

何時間 かの 後、 この 歩兵 陣地の 上に は、 もう 彼我の 

す さ うな 

砲弾が、 凄まじい 唸り を 飛ばせて いた。 目の前に 聳え 

た松樹 山の 山腹に も、 李 家 屯の 我 海軍 砲 は、 幾た びか 

つちけむり あが あいま 

黄色い 土煙 を 揚げた。 その 土煙の 舞い 上る 合間に、 

ほどば し 

薄 紫の 光が 迸 るの も、 昼 だけに、 一 層 悲壮だった。 

しろ だすきたい き 

しかし 二 千 人の 白櫸隊 は、 こう 云う 砲撃の 中に 機 を 

待ちながら、 やはり 平生の 元気 を 失わなかった。 また 



ぬい ハンカチ 

繡の ある 手 巾だった。 

サン チ 

「音が 違うな、 二十 八珊 は。 —— 」 

ろうばい 

田 口 一 等卒 はこう 云う と、 狼狽した ように 姿勢 を 正 

おおぜい ごうれい 

した。 同時に 大勢の 兵た ち も、 声の ない 号令で も か 

かった ように、 次から 次へ と 立ち直り 始めた。 それ は 

この 時 彼等の 間へ、 軍司令官の N 将軍が、 何人 かの 

ばくりょう 

幕僚 を 従えながら、 厳然と 歩いて 来たから だった。 

「こら、 騒いで はいかん。 騒ぐ ではない。」 

将軍 は 陣地 を 見渡しながら、 やや 銷の ある 声 を 伝え 

た。 

き よう あい 

「こう 云う 狭 隙な 所 だから、 敬礼 も 何もせ なくと も 



よ しろ だすきたい 

好い。 お前 達 は 何 聯隊の 白 櫸隊じ や？」 

田 口 一等卒 は 将軍の 眼が、 彼の 顔へ じっと 注がれる 

の を 感じた。 その 眼 は ほとんど 処女の ように、 彼 を は 

にか ませる のに 足る ものだった。 

「はい。 歩兵 第 X 聯隊であります。」 

おお げんき 

「そうか。 大 元気に やってくれ。」 

ほリぉ 

将軍 は 彼の 手 を 握った。 それから 堀 尾 一等卒へ、 じ 

ろり とその 眼 を 転ずる と、 やはり 右手 を さし 伸べ なが 

ら、 もう 一 度 同じ 事 を 繰返した。 

「お前 も大 元気に やってくれ。」 

こうか 

こう 云われた 堀 尾 一等卒 は、 全身の 筋肉が 硬化した 



感激の 調子が はいって 来た。 

「好い か？ 決して 途中に 立ち止まって、 射撃 なぞ を 

する じ やない ぞ。 五 尺の 体 を 砲弾 だと 思って、 いきな 

リ あれへ 飛び こむ のじ や、 頼んだ ぞ。 どうか、 しっか 

リ やってくれ。」 

将軍 は 「しっかり」 の 意味 を 伝える ように、 堀 尾 一 

等 卒の手 を 握った。 そうして そこ を 通り過ぎた。 

「嬉しく もね えな。 —— 」 

こうかつ あと 

堀 尾 一 等卒は 狡猾そう に、 将軍の 跡 を 見送りながら、 

めくば 

田 口 一 等 卒へ目 交せ をした。 

「え、 おい。 あんな (># さんに 手 を 握られた のじ や。」 



くしょう わけ 

田 口 一 等卒は 苦笑した。 それ を 見る とどう 云う 訣か、 

堀 尾 一等卒の 心の中に は、 何 かに 済まない 気が 起った。 

と 同時に 相手の 苦笑が、 面憎い ような 心 もちに もな つ 

え ぎ 

た。 そこへ 江 木 上等兵が、 突然 横合いから 声をかけた。 

「どうだい、 握手で XX XX の は？」 

「いけね え。 いけね え。 人真似 をし ちゃ。」 

今度 は 堀 尾 一 等卒 が、 苦笑せ ずに はいられなかった。 

「X X れ ると 思う から 腹が立つ の だ。 おれ は 捨てて や 

ると 思 つてい る。」 

江 木 上等兵が こう 云う と、 田 口 一 等卒も 口を出した。 

おくに 

「そうだ。 みんな 御 国の ために 捨てる 命 だ。」 



「おれ は 何のた めだか 知らないが、 ただ 捨てて やる つ 

もりな の だ。 X X X X X X X でも 向けられて 見ろ。 何 

でも 持つ て 行けと 云う 気になる だろう。」 

まゆ あいだ 

江 木 上等兵の 眉の 間 に は、 薄暗い 興奮が 動いて いた。 

「ちょうど あんな 心 もちだ。 強盗 は 金 さえ 巻き上げれ 

ば、 X X X X X X X 云い はしまい。 が、 おれたち は どつ 

みち 

ち 道 死ぬ の だ。 XXXXXXXXXXXXXXXXX 

XXXX たの だ。 どうせ 死なずに すまない のなら、 

綺麗に X X X やった 方が 好い じ やない か？」 

こう 云う 言葉 を 聞いて いる 内に、 まだ 酒気が 消えて 

いない、 堀 尾 一等卒の 眼の 中には、 この 温 1 子な 戦友に 



につ ぼん おんてき たいさん 

「万歳！ 日本 万歳！ 悪魔 降伏。 怨敵 退散。 第 X 聯 

隊 万歳！ 万歳！ 万々 歳！」 

彼 は 片手に 銃 を 振り 振り、 彼の 目の前に 闇 を 破った、 

とんちゃく 

手 擲弾の 爆発に も 頓着せ ず、 続け ざまに こう 絶叫し 

ていた。 その 光に 透かして 見れば、 これ は 頭部 銃創の 

さいちゅう 

ために、 突撃の 最中 発狂した らしい、 堀 尾 一 等卒 その 

人 だ つ た。 

かんちょう 

一 一 間 1^ 

ぜんしょう しゅう 

明治 三十 八 年 三月 五日の 午前、 当時 全勝 集に 



ちゆ-つ とん きへい リ よだん 

駐屯して いた、 A 騎兵 旅団の 参謀 は、 薄暗い 司令部の 

一室に、 二人の 支那 人 を 取り調べ て 居た。 彼等 は 

かんちょう けんぎ 

間牒 の 嫌疑の ため、 臨時 この 旅団に 加わって いた、 第 

ほしよ-つ とら 

X 聯隊の 歩哨の 一人に、 今し方 捉えられて 来たの だつ 

た。 

むね しないえ かんか 

この 棟の 低い 支那 家の 中には、 勿論 今日 も坎の 火つ 

き こころよ あたたか 

気が、 快い 温 み を 漂わせて いた。 が、 物悲しい 戦 

しきがわら たく 

争の 空気 は、 敷 瓦に 触れる 拍車の 音に も、 卓の 上に 脱 

力い と-つ -っカ 力 

いだ 外套の 色に も、 至る所に 窺われる のであった。 

べにとう し れん は ほこ リ しらかべ そくはつ 

殊に 紅 唐紙の 聯を 貼った、 埃 臭い 白壁の 上に、 束髪に 

結った 芸者の 写真が、 ちゃんと 鎖で 止めて あるの は、 



たぐち いっとうそつ 

に 加わって いた、 田 口 一等卒に ほかなら なかった。 I 

I 彼 は 戸の 卍 字 格子 を 後に、 芸者の 写真へ 目をやって 

いたが、 参謀の 声に 驚かされ ると、 思い切り 大きい 答 

をした。 

「はい。」 

「お前 だな、 こいつら を摑 まえた の は？ 摑 まえた 時 

どんなだった か？」 

人の かい 田 口 一 等卒 は、 朗読 的に しゃべり 出した。 

わたくし ほしょう どべ い 

「 私 が 歩哨に 立って いたの は、 この 村の 土塀の 北端、 

ほうてん かいどう 

奉 天に 通ず る 街道であります。 その 支那 人 は 二人とも、 

奉 天の 方向から 歩いて 来ました。 すると 木の 上の 中隊 



長が、 —— 」 

「何、 木の 上の 中隊長？」 

参謀 はちよ いと 目蓋 を 挙げた。 

てんぼう 

「はい。 中隊長 は 展望の ため、 木の 上に 登って いられ 

たのであります。 I その 中隊長が 木の 上から、 握 ま 

えろ と 私に 命令され ました。」 

「ところが 私が 捉えよう とすると、 そちらの 男が、 I 

I はい。 その 髯 のない 男であります。 その 男が 急に 逃 

げ ようとし ました。 …… 」 

「それだけ か？」 

「はい。 それだけ であります。」 



「何 か、 これ は？」 

わたくし はりい 

「 私 は緘 医です。」 

髯の ある 男 はためら わずに、 悠然と 参謀の 問に 答え 

た。 

「次 手に 靴 も 脱いで 見ろ。」 

彼等 は ほとんど 無表情に、 隠すべき 所 も 隠そうと せ 

ず、 検査の 結果 を 眺めて いた。 が、 ズボン や 上着 は 勿 

論、 靴 や 靴下 を検 ベて 見ても、 証拠になる 品 は 見当ら 

なかった。 この 上 は 靴 を 壊して 見る より ほか はない。 

—— そう 思った 副官 は、 参謀に その 旨 を 話そうと した- 

その 時 突然 次の 部屋から、 軍司令官 を 先頭に、 軍 司 



ぱくり よ -っ 

令 部の 幕僚 や、 旅団 長な どが はいって 来た。 将軍 は 

副官 や 軍 参謀と、 ちょうど 何 かの 打ち合せの ため、 旅 

団長 を 尋ねて 来て いたのだった。 

「露 探 か？」 

将軍 はこう 尋ねた まま、 支那 人の 前に 足 を 止めた。 

はだ 力す かた のち 

そうして 彼等の 裸 姿へ、 じっと 鋭い 眼 を 注いだ。 後 

にある 亜米利加 人が、 この 有名な 将軍の 眼に は、 

Monomania じみた 所が あると、 無遠慮な 批評 を 下し 

た 事が ある。 —— その モノ メニ アツ クな 眼の 色が、 殊 

にこう 云う 場合に は、 気味の 悪い 輝き を 加える の だ つ 

た。 



さすがに 顔の 色 を 失って しまった。 が、 やはり 押し 

ごう じよ-つ 

黙った まま、 剛情に 敷 瓦 を 見つめて いた。 

「そんな 事だろう と 思 つ ていた。」 

将軍 は 旅団 長 を 顧みながら、 得意そう に 微笑 を洩し 

た。 

「しかし 靴と はまた 考えた ものです ね。 —— おい、 も 

れんじゅう かんちょう 

うその 連中に は 着物 を 着せて やれ。 —— こんな 間牒 

は 始めて です。」 

「軍司令官 閣下の 炯眼に は 驚きました。」 

旅団 副官 は 旅団 長へ、 間牒の 証拠 品 を 渡しながら、 

あいきょう い 

愛嬌の 好い 笑顔 を 見せた。 —— あたかも 靴に 目 をつ 



た。 それから 銃 を 構えた まま、 年下の 男の 後に 立った。 

が、 彼等 を 突 殺す 前に、 殺す と 云う 事 だけ は 告げたい 

と 思った。 

「ニイ 

彼 はそう 云って 見た が、 「殺す」 と 云う 支那 語 を 知ら 

なかった。 

「檷、 殺す ぞ！」 

二人の 支那 人 は 云い 合せた ように、 じろ りと 彼 を 振 

リ 返った。 しかし 驚いた けはい も 見せず、 それぎ り 

こ-つと-つ 

別々 の 方角へ、 何度も 叩頭 を 続け 出した。 「故郷へ 別 

れを 告げて いるの だ。」 —— 田 口 一 等卒は 身構えながら、 



ごうぜん 

傲然と 彼に 声をかけた。 

「露 探 か？ 露 探だろう。 おれに も、 一 人 斬らせて く 

れ。」 

くしょう- 

田 口 一 等卒は 苦笑した。 

「何、 二人とも 上げます。」 

「そうか？ それ は 気前が 好い な。」 

うしろ 

騎兵 は 身軽に 馬 を 下りた。 そうして 支那 人の 後に 

まわる と、 腰の 日本刀 を 抜き放した。 その 時 また 村の 

方から、 勇し い 馬蹄の 響と 共に、 三人の 将校が 近づい 

とんちゃく こ-つ とう 

て 来た。 騎兵 は それに 頓着せ ず、 まつ 向に 刀 を 振り 

おろ 

上げた。 が、 まだ その 刀 を 下さない 内に、 三人の 将校 



は悠々 と、 彼等の 側へ 通りかかった。 軍司令官！ 騎 

兵 は 田 口 一 等卒と 一 しょに、 馬上の 将軍 を 見上げな が 

ら、 正しい 挙手の 礼 をした。 

「露 探 だな。」 

将軍の 眼に は 一瞬間、 モノ メニァ の 光が 輝いた。 

_ ゆれ ！ * ォ ！ 」 

ごん か ひとうち 

騎兵 は 言下に 刀 を かざす と、 一打に 若い 支那 人 を 

斬った。 支那 人の 頭 は 躍る ように、 枯柳の 根 もとに 転 

はんてん 

げ 落ちた。 血 は 見る見る 黄ばんだ 土に、 大きい 斑点 を 

拡げ 出した。 

「よし。 見事 だ。」 



うなず 

将軍 は 愉快そう に 頷きながら、 それなり 馬 を 歩ま 

せて 行った。 

騎兵 は 将軍 を 見送る と、 血に 染んだ 刀 を 提げた まま、 

-っ しろ 

もう 一人の 支那 人の 後に 立った。 その 態度 は 将軍 以 

さつりく けしき 

上に、 殺戮 を 喜ぶ 気色が あった。 「この XXX らばお 

れ にも 殺せる。」 —— 田 口 一 等卒 はそう 思いながら、 枯 

柳の 根 もとに 腰 を 下した。 騎兵 はまた 刀 を 振り上げた。 

ひげ もくねん 

が、 髯の ある 支那 人 は、 黙然と 首 を 伸ばした ぎリ、 

まつげ 

睫毛 一 つ 動かさなかった。 …… 

ほづみ ちゅうさ くら 

将軍に 従った 軍 参謀の 一 人、 —— 穂 積 中佐 は 鞍の 上 

しゅんかん こうや かれ こだち 

に、 春寒の 曠野 を 眺めて 行った。 が、 遠い 枯木 立 や、 



路ば たに 倒れた 石敢当 も、 中佐の 眼に は 映らなかった。 

それ は 彼の 頭に は、 一 時 愛読した ス タンダ アルの 言葉 

が、 絶えず 漂って 来る からだった。 

一 私 は 勲章に 埋 つた 人間 を 見る と、 あれ だけの 勲 

章 を 手に入れ るに は、 どのくらい X X な 事ば かりした 

か、 それが 気になって 仕方がない。 …… 」 

—— ふと 気がつけば 彼の 馬 は、 ずっと 将軍に 遅れて 

いた。 中佐 は 軽い 身 震 をす ると、 すぐに 馬 を 急がせ 出 

かざりお きん 

した。 ちょうど 当り 出した 薄日の 光に、 飾 緒の 金 をき 

ら めかせながら。 



三 陣中の 芝居 

あき つぎ ゆうほう とどま 

明治 三十 八 年 五月 四日の 午後、 阿吉牛 堡に駐 つて 

しょう こんさい のち 

いた、 第 X 軍司令部 では、 午前に 招魂 祭 を 行った 後、 

よきょう もよお 

余興の 演芸会 を 催す 事に なった。 会場 は 支那の 村落 

のでん ぎだい きゅうごしらえ 

に 多い、 野天の 戯台を 応用した、 急 掃の 舞台の 前に、 

テント むしろ じき 

天幕 を 張り 渡した に 過ぎなかった。 が、 その 蓆 敷の 

ぜん おおぜい 

会場に は、 もう 一時の 定刻 前に、 大勢の 兵卒が 集って 

いた。 この 薄汚い カァ キイ 服に、 銃剣 を 下げた 兵卒の 

むれ かんかく 

群 は、 ほとんど 看客と 呼ぶ のさえ も、 皮肉な 感じ を 起 

させる ほど、 みじめな 看客に 違いなかった。 が、 それ 



だけ また 彼等の 顔に、 晴れ晴れした 微笑が 漂って いる 

の は、 一層 可憐な 気がする のだった。 

将軍 を 始め 軍司令部 や、 兵站 監 部の 将校た ち は、 外 

-っ しろ 

国の 従軍 武官た ちと、 その 後 の 小高い 土地に、 ずらり 

と 椅子 を 並べて いた。 そこに は 参謀 肩章 だの、 副官の 

たす き かんかく 

櫸 だのが 見える だけで も、 一 般 兵卒の 看客 席より、 遥 

かに 空気が 花やかだった。 殊に 外国の 従軍 武官 は、 

愚物の 名の 高い 一 人で さえ も、 この 花やか さを扶 ける 

ために は、 軍司令官 以上の 効果が あった。 

じょうきげん 

将軍 は 今日 も 上機嫌だった。 何 か 副官の 一 人と 話し 

ながら、 時々 番付 を 開いて 見て いる、 —— その 眼に も 



始終 日光の ように、 人懐こい 微笑が 浮んで いた。 

その内に 定刻の 一時にな つた。 桜の 花や 日の出 をと 

い うしろ 

り 合せた、 手際の 好い 幕の 後 では、 何度か 鳴りの 悪い 

ひょうしぎ 

拍子木が 響いた。 と 思う とその 幕 は、 余興 掛の 少尉の 

手に、 するすると 一方へ 引かれて 行った。 

舞台 は 日本の 室内だった。 それが 米屋の 店 だと 云う 

事 は、 一 隅に 積まれた 米俵が、 わずかに 暗示 を 与えて 

いた。 そこへ 前垂 掛けの 米屋の 主人が、 「お 鍋 や、 お 鍋 

や」 と 手 を 打ちながら、 彼 自身よりも 背の 高い、 

いちょう がえ 

銀杏 返しの 下女 を 呼び出して 来た。 それから、 II 筋 

いちじょう にわか 

は 話す にも 足りない、 一場の 俄が 始まった。 



尉が、 幕と 共に 走って いた。 その 間に ちらりと 屛風 

の 上へ、 男女の 帯の 懸かって いるの が 見えた。 

中佐 は 思わず 苦笑した。 「余興 掛も 気が 利かな すぎ 

る。 男女の 相撲 さえ 禁じて いる 将軍が、 濡れ場 を 黙つ 

て 見て いる 害がない。」 —— そんな 事 を 考えながら、 

叱 声の 起った 席 を 見る と、 将軍 はま だ 不機嫌 そうに、 

余興 掛の， 1 等 主 訊と、 何 か 問答 を 重ねていた。 

その 時 ふと 中佐の 耳 は、 口の 悪い 亜米利加の 武官が、 

隣に 坐った 仏蘭西の 武官へ、 こう 話しかける 声 を 捉え 

た。 

らく けんえつかん 

「将軍 N も 楽 じ やない。 軍司令官 兼 検閲官 だから、 I 



I」 

みまく め のち 

やっと 三 幕 目が 始まった の は、 それから 十分の 後 

だった。 今度 は 木が はいっても、 兵卒た ち は 拍手 を 送 

ら なかった。 

「可 哀 そうに。 監視され ながら、 芝居 を 見て いるよう 

だ。」 —— 穂 積 中佐 は憐 むように、 ほとんど 大きな 話 声 

むれ 

も 立てない、 カァ キイ 服の 群 を 見渡した。 

三 幕 目の 舞台 は 黒幕の 前に、 柳の 木が 二三 本立てて 

き なまな ま 

あった。 それ は どこから 伐って 来た か、 生々 しい 実際 

ひげ 

の 葉 柳だった。 そこに 警部ら しい 髯 だらけの 男が、 年 

ほづみ 

の 若い 巡査 を いじめて いた。 穂 積 中佐 は 番附の 上へ、 



不審そう に 眼 を 落した。 すると 番附に は 「ピストル 

ごうとう しみず さ だきち おおかわ ばた とりもの ば 

強盗 清水 定吉、 大 川端 捕物の 場」 と 書いて あった。 

おおぎ よ-つ 

年の 若い 巡査 は 警部が 去る と、 大仰 に 天 を 仰ぎな 

がら、 長々 と浩 歎の 独白 を 述べた。 何でも その 意味 は 

長い 間、 ピストル 強盗 をつ け 廻して いるが、 逮捕 出来 

ない とか 云う のだった。 それから 人影で も 認めた のか、 

彼 は 相手に 見つからな いため、 一まず 大 川の 水の 中へ 

姿 を 隠そうと 決心した。 そうして 後の 黒幕の 外へ、 

頭から さきに 這い こんで しま つ た。 その 恰好 は 貝 頭 肩 眼 

に 見ても、 大 川の 水へ 没す るより は、 蚊帳へ はいるの 

に 適当して いた。 



空虚の 舞台に はしば らくの 間、 波の音 を 思わせる 

らしい、 大太鼓の 音が する だけだった。 と、 たちまち 

一 方から、 盲人が 一 人 歩いて 来た。 盲人 は 杖 をつ き 立 

てながら、 そのまま 向う へ はいろう とする、 その 

途端に 黒幕の 外から、 さっきの 巡査が 飛び出して 来た。 

「ピストル 強盗、 清水 定吉、 御用 だ！」 II 彼 はそう 叫 

ぶが 早い か、 いきなり 盲人へ 躍り かかった。 盲人 は 

咄嗟に 身構え をした。 と 思う と 眼が ぱっちり あいた。 

「憾 むらく は 眼が 小さ 過ぎ る 。 」 —— 中佐 は 微笑 を 浮べ 

ながら、 内心 大人気ない 批評 を 下した。 

舞台で は 立ち 廻りが 始まって いた。 ピストル 強盗 は 



につ ぼんだん じ 

「偉い 奴 じ や。 それでこそ 日本 男児 じ や。」 

穂 積 中佐 はもう 一度、 そっと 将軍へ 眼 を 注いだ。 す 

ほお あと 

ると 日に 焼けた 将軍の 頰に は、 涙の 痕が 光って いた。 

ぶべ つ うち 

「将軍 は 善人 だ。」 —— 中佐 は 軽い 侮蔑の 中に、 明るい 

好意 を も 感じ 出した。 

その 時 幕 は悠々 と、 盛んな 喝采 を 浴びながら、 舞台 

の 前に 引かれて 行った。 穂 積 中佐 は その 機会に、 ひと 

リ i: 子から 立ち上る と、 会場の 外へ 歩み 去った。 

のち くわ 

三十 分の 後、 中佐 は 紙 巻を啣 えながら、 やはり 同 参 

なか むら あきち 

謀の 中 村 少佐と、 村 はずれの 空地 を 歩いて いた。 

「第 X 師団の 余興 は 大成功 だね。 N 閣下 は 非常に 喜ん 



で いられた。」 

中 村 少佐 はこう 云う 間 も、 カイゼル 髭の 端 を ひねつ 

ていた。 

「第 X 師団の 余興？ ああ、 あの ピストル 強盗 か？」 

「ピストル 強盗ば かりじ やない。 閣下 は あれから 余興 

掛を 呼んで、 もう 一幕 臨時に やれと 云われた。 今度 は 

赤 垣 源 蔵だった がね。 何と 云う のかな、 あれ は？ 

とくり 

徳利の 力？」 

穂 積 中佐 は 微笑した 眼に、 広い 野原 を 眺め まわした。 

もう 高粱 の 青んだ 土に は、 かすかに 陽炎が 動いて いた。 

「それ もまた 大成功 さ。 —— 」 



中 村 少佐 は 話し 続けた。 

「閣下 は 今夜 も 七 時から、 第 X 師団の 余興 掛に、 寄席 

的な 事 を やらせる そうだ ぜ。」 

「寄席 的？ 落語で もやら せる のかね？」 

「何、 講談 だそう だ。 水 戸 黄 門 諸国め ぐり —— 」 

穂 積 中佐 は 苦笑した。 が、 相手 は 無頓着に、 元気の 

よい 口調 を 続けて 行った。 

「閣下 は 水 戸 黄 門が 好きな の だそう だ。 わし は 人臣と 

して は、 水 戸 黄 門と 加 藤 清 正と に、 最も 敬意 を 払って 

いる。 —— そんな 事 を 云って いられた。」 

穂 積 中佐 は 返事 をせ ずに、 頭の 上の空 を 見上げた。 



空に は 柳の 枝の 間に、 細い 雲母 雲が 吹かれて いた。 

中佐 は ほ つ と 息 を 吐いた。 

「春 だね、 いくら 満洲で も。」 

「内地 はもう 袷 を 着て いるだろう。」 

中 村 少佐 は 東京 を 思った。 料理の 上手な 細君 を 思つ 

た。 小学校へ 行って いる 子供 を 思った。 そうして —— 

かすかに 憂鬱に なった。 

「向う に 杏が 咲いて いる。」 

穂 積 中佐 は 嬉しそうに、 遠い 土塀に 簇 つた、 赤い 花 

の 塊り を 指した。 Ecoute-moi, Madeline —— 

中佐の 心に はいつ のまに か、 ユウ ゴォの 歌が 浮んで い 



た。 

四 父と 子と 

大正 七 年 十月の ある 夜、 中 村 少将、 II 当時の 軍 参 

謀 中 村 少佐 は、 西洋風の 応接室に、 火の ついた ハヴァ 

ナを啣 えながら、 ぼんやり 安楽椅子 によりか かってい 

た。 

二十 年余り の 閑日月 は、 少将 を 愛すべき 老人に して 

いた。 殊に 今夜 は 和服の せいか、 禿げ 上った 額の あた 

り や、 肉の たるんだ 口の まわりに は、 一 層 好人物 じみ 



らしい 眼 を やった。 

きょう 

「今日は？」 

「今日は 河 合の —— お父さん は 御存知ないでしょう。 

II 僕と 同じ 文科の 学生です。 河 合の 追悼会が あった 

ものです から、 今 帰った ばかりな のです。」 

少将 はちよ いと 頷いた 後、 濃い ハヴ アナの 煙 を 吐 

たいぎ かんじん 

いた。 それから やっと 大儀そう に、 肝腎の 用向き を 話 

し 始めた。 

「この 壁に ある 画 だね、 これ はお 前が 懸け 換えた のか 

い？」 

「ええ、 まだ 申し上げませんで したが、 今朝 僕が 懸け 



換えた のです。 いけません か？」 

「いけなく はない。 いけなく はない がね、 N 閣下の 額 

だけ は 懸けて 置きたい、 と 思う。」 

「この 中へ です か？」 

青年 は 思わず 微笑した。 

「この 中へ 懸けて はいけ ないかね？」 

「いけない と 云う 事 もありません が、 —— しかし それ 

は 可笑しいで しょう。」 

「肖像画 は あすこに も あるよう じ やない か？」 

少将 は炉の 上の 壁 を 指した。 その 壁に は 額縁の 中に、 

五十 何歳 かの レム ブラントが、 悠々 と 少将 を 見下して 



いた。 

「あれ は 別です。 N 将軍と 一し よに はなり ません。」 

「そうか？ じ や 仕方がない。」 

少将 は 容易に 断念した。 が、 また 葉巻の 煙 を 吐きな 

がら、 静かに こう 話 を 続けた。 

「お前 は、 —— と 云う よりもお 前の 年輩の もの は、 閣 

下 を どう 思 つ ている ね？」 

「別に どうも 思って はいません。 まあ、 偉い 軍人で 

しょう。」 

ばんしゃく よい 

青年 は 老いた 父の 眼に、 晚 酌の 酔 を 感じて いた。 

「それ は 偉い 軍人 だが ね、 閣下 はまた 実に 長者 らしい、 



人懐こい 性格 も 持って いられた。 …… 」 

い つ わ 

少将 は ほとんど、 感傷的に、 将軍の 逸話 を 話し 出し 

た。 それ は 日露 戦役 後、 少将が 那須 野の 別荘に、 将軍 

を 訪れた 時の 事だった。 その 日 別荘へ 行って 見る と、 

将軍 夫妻 は 今し方、 裏山へ 散歩に お出かけ になった、 

II そう 云う 別荘 番の 話だった。 少将 は 案内 を 知って 

さ つ そく 

いたから、 早速 裏山へ 出かける 事に した。 すると 二三 

まと 

町 行った 所に、 綿 服 を 纏った 将軍が、 夫人と 一し よに 

佇んで いた。 少将 はこの 老 夫妻と、 しばらくの 間 立 

ち 話 をした。 が、 将軍 はいつ までた つても、 そこ を 立 

ち 去ろうと しなかった。 「何 かこ こに 用で もお ありで 



すか？」 —— こう 少将が 尋ねる と、 将軍 は 急に 笑い出 

さい はばか 

した。 「実はね、 今 妻が 憚りへ 行きたい と 云う もの だ 

から、 わした ちに ついて 来た 学生た ちが、 場所 を 探し 

に 行って くれた 所 じ や。」 ちょうど 今頃、 —— もう 路ば 

たに 毬栗な どが、 転がって いる 時分だった。 

少将 は 眼 を 細く した まま、 嬉しそうに 独り 微笑した。 

II そこへ 色づ いた 林の 中から、 勢の 好い 中学生が、 

とんちゃく 

四 五 人 同時に 飛び出して 来た。 彼等 は 少将に 頓着せ 

ず、 将軍 夫妻 をと り 囲む と、 口々 に 彼等が 夫人の ため 

に、 見つけて 来た 場所 を 報告した。 その上 それぞれ 自 

分の 場所へ、 夫人に 来て 貰うよう に、 無邪気な 競争 さ 



え 始める のだった。 「じゃあな た 方に 織 を 引いて 貰お 

えがお 

う。」 —— 将軍 はこう 云って から、 もう 一 度 少将に 笑顔 

を 見せた。 …… 

「それ は 罪のない 話です ね。 だが 西洋人に は 聞かされ 

ない な。」 

青年 も 笑わずに はいられなかった。 

「まあ そんな 調子で ね、 十二 三の 中学生で も、 N 閣下 

と 云い さえ すれば、 叔父さん のように 懐いて いた もの 

だ。 閣下 はお 前が たの 思うよう に、 決して 一介の 武弁 

じ やない。」 

少将 は 楽しそう に 話し 終る と、 また 炉の 上の レム ブ 



ラント を 眺めた。 

「あれ もや はり 人格者 かい？」 

「ええ、 偉い 画 描きです。」 

「N 閣下な どと はどうだろう？」 

青年の 顔に は 当惑の 色が 浮んだ。 

「どうと 云っても 困ります が、 —— まあ N 将軍な どよ 

り も、 僕 等に 近い 気 もちの ある 人です。」 

「閣下のお 前が たに 遠い と 云う の は？」 

「何と 云えば 好いです か 9 まあ、 こんな 点です ね、 

ついとうかい かわい 

たとえば 今日 追悼会の あつ た、 河 合と 云う 男な ど は、 

やはり 自殺して いるので す。 が、 自殺す る 前に —— 」 



青年 は 真面目に 父の 顔 を 見た。 

「写真 をと る 余裕はなかった ようです。」 

今度 は 機嫌の ゆい 少将の 眼に、 ちらりと 当惑の 色が 

浮んだ。 

「写真 をと つ て も 好い じ やない か？ 最後の 記念と 云 

う 意味 も あるし、 」 

「誰の ためにで すか？」 

「誰と 云う 事 もない が、 —— 我々 始め N 閣下の 最後の 

顔 は 見たい じ やない か？」 

「それ は少 くと も N 将軍 は、 考 うべき 事で はない と 思 

うのです。 僕 は 将軍の 自殺した 気 もち は、 幾分 かわか 



「また 榲椁が 落ちなければ ゆいが、 …… 」 

(大正 十 年 十二月) 
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